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3月市議会
定例会号

T O Y O T A  C I T Y  C O U N C I L

“ギカイをもっと近くに。”
T O P I C S

豊田市議会は、古紙配合率
70％の再生紙と植物油イン
キを採用しています。

古紙パルプ配合率7０％再生紙を使用

F M ラジ オで

ケーブルテレビで豊田市議会
ホームページで

『市議会だより』のバックナンバー
や会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★

インターネット放送 https://toyota-shigikai.jp/
「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２2ch(ひまわりチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

https://toyota-shigikai.jp/movie.html

※パケット通信が必要になりますので、携帯端末等
　でのご視聴はWi-Fi環境をおすすめいたします。

一般質問の様子はスマートフォン等から
も閲覧いただけます。

●編　集：議会だより編集委員会　
●発　行：豊田市議会 この冊子は、折込み

「3月市議会定例会号」です。豊田市西町3-60  TEL.0565-34-6665

令和8年6月豊田市議会定例会 会期日程（予定）
ご意見・ご感想

「市議会だより」についてのご意見・ご感想、
また、市議会へのご意見・ご要望もお受けし
ていますので、下記までお寄せください。

宛先・お問い合わせ

豊田市議会局
〒471-8501

豊田市西町３丁目６０番地
TEL.0565-34-6665
FAX.0565-34-6566
E-mail gikai@city.toyota.aichi.jp
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※諸般の都合により会期日程は変更される場合もございます。予めご了承願います。

令和 8年　とよた市議会だより　3月市議会 定例会号

トップインフォメーション
市民シンポジウム
若者との意見交換会

議案審議
条例の一部改正など

代表質問
各会派の代表が市長に質問

一般質問
市政を問う！ 16人の議員が質問
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04

06

10

トピックス
特別委員会の報告
市民意識調査の報告
１月市議会臨時会について
次回定例会の日程、ご意見・ご感想等
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請願・陳情の提出期限 6月定例会で審査を希望される場合は、5月25日（月）午後５時までにご提出ください。

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

TOYOTA

市民シンポジウムの開催

　上原房枝氏（クラスター豊田）を講師に

迎え、「過去から未来へと想いをつなぐ「人

生ファイル」～今日から記してみませんか

～」をテーマに基調講演を実施しました。

　また、県内で活動されている方をお招

きし、「「人生ファイル」を通して安心して

暮らせる地域を考える」をテーマにパネル

ディスカッションを実施しました。

F O C U S  P O I N T

本会議
（開会、議案上程、

説明）

産業建設委員会・
予算決算

委員会分科会

環境福祉委員会・
予算決算

委員会分科会

教育社会委員会・
予算決算

委員会分科会

地域生活委員会・
予算決算

委員会分科会

本会議
（議案質疑、付託）
予算決算委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

予算決算
委員会

企画総務委員会・
予算決算

委員会分科会

休会

2014 15 16 17 18 19

2721 22 23 24 25 26

428 29 30 7/1 2 3

65/31 6/1 2 3 4 5
日 月 火 水 木 金 土

137 8 9 10 11 12
休会 休会 休会

休会 休会 休会

休会 休会
本会議

（委員長報告、
討論、採決、閉会）

6/5 6/25～金 木

1月市議会臨時会について1月市議会臨時会について 1月26日（月）に1月市議会臨時会を開催し、以下の議案が可決されました。

※議案名など一部省略して記載しています議案審議結果

1月市議会臨時会に提出された案件

◆議　案
原案可決
〃
〃
〃

1
1
1
1

0
0
0
0

3
3
3
3

0
0
0
0

3
3
3
3

0
0
0
0

9
9
9
9

0
0
0
0

27
27
27
27

0
0
0
0

賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
27名

市民フォーラム
9名

公 明 党
4名（欠席１名）

新しい風
3名

賛成 反対

諸　派
1名

採
決
結
果

令和７年度一般会計補正予算

令和７年度水道事業会計補正予算

指定管理者の指定（小原トレーニングセンター及び緑の公園）

　　　   〃 　　　（西山公園）
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トップインフォメーション TOP INFORMATION

　市民にわかりやすく開かれた議会を実現するため、平成2３年度から市民参加型のシンポジウムを開
催しています。今年度は環境福祉委員会が終活をテーマに基調講演とパネルディスカッションを実施
し、169名のご参加をいただきました。

　若者の議会への参画機会を創出するため、令和７年度に初めて若者との意見交換会を実施しました。

・普段聞けないような話が聞けて良かったです。また、新しい意見が生まれたのでやって良かったと
思いました。（児童）
・みんなの思っていることを議員さんたちに伝えられてよかったです。（児童）
・豊田市が現在どのように動いているのかという視点が児童の中に生まれたと思います。（教員）
・児童や教員からの市議会に向けた関心の高さは予想以上に高いものであったと同時に、市議会と
その役割に対する理解度はまだまだ不足していることも確認でき、大変有意義なものであったと
感じました。（議員）

①テーマ
②講　師

：「過去から未来へと想いをつなぐ「人生ファイル」～今日から記してみませんか～」
：上原 房枝（うえはら ふさえ）氏 （クラスター豊田）

日　時
参加者
テーマ

：令和８年１月２１日（水）９時３０分～１１時００分
：童子山小学校６年生 全４クラス と 教育社会委員
：「みんなが暮らしやすい町に」

①テーマ
②パネリスト ：

：「「人生ファイル」を通して安心して暮らせる地域を考える」

＜第１部 基調講演＞

＜第２部 パネルディスカッション＞

開催内容開催内容

日　時：令和８年１月１７日（土）１４時００分～１６時００分
開催内容開催内容

アンケート結果アンケート結果

意見・感想意見・感想

①無電柱化の取組について

③道路事業について（道路拡張・自転車通行帯）

②まちづくりについて（区画整理・街並み保存）

④交通安全・環境について

コーディネーター：上原 房枝 氏

第2部 パネルディスカッション
■とても良かった
　46%
■良かった
　46%
■あまり良くなかった
　2%
■良くなかった
　0%
■無回答
　6%

■とても良かった
　40%
■良かった
　46%
■あまり良くなかった
　6%
■良くなかった
　0%
■無回答
　8%

第1部 基調講演

市民シンポジウム 環境福祉委員会 若者との意見交換会 教育社会委員会

講演される上原さん 基調講演の様子

羽田 真博 氏  立松 愛唯 氏  岡本 裕之 氏  石川 嘉仁
（ソフィアメディ(株)事業本部
 第二事業部 部長、看護師、
 理学療法士、介護福祉士）

（プラン・アソシエ 凛 代表、
 (特非)ほっとネット・みわ
 理事長）

（豊田市役所 福祉部 
 よりそい支援課 課長）

（豊田市議会
 環境福祉委員会 委員長）

参加した童子山小学校６年生のみなさんと教育社会委員
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議案審議 C ouncil  in  Se ssion

04 05

報告
議案

1件
65件

同意
陳情

1件
1件3月市議会定例会に提出された案件

１　改正理由
　成績優秀で、かつ、経済的な理由により修学困
難な高校生、大学生を対象とした支給奨学金制度
について、物価上昇など近年の社会情勢の変化や
学習にかかる費用の実態を踏まえ、奨学金の目的
である「教育の機会均等」と「有用な人材の育成」を
より効果的に推進するため、支給対象を拡大する。

2　改正概要
　高校受験を控え学習費が増加し、公立高校と同
程度の費用がかかっている中学３年生へ対象を拡
大する。

奨学金条例の一部を改正する条例

高校受験を控え学習費が増加し、公立高校と同程度の
費用がかかっている中学３年生へ支給対象を拡大する

議案第１７号
Pick Up

審議結果

原案可決
27名（欠席1名） 9名 4名（欠席1名） 3名 1名自民クラブ

26 0
市民フォーラム 公明党 新しい風 諸　派

賛
成

反
対 9 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 1 0賛

成
反
対

審議結果

原案可決
27名（欠席1名） 9名 4名（欠席1名） 3名 1名自民クラブ

26 0
市民フォーラム 公明党 新しい風 諸　派

賛
成

反
対 9 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 0 1賛

成
反
対

豊田市は、第９次豊田市総合計画（ミライ実現戦略２０
３０）に掲げる５つの取組目標の実現に向けた施策を推
進する。
取組目標１「こどもが多様な生き方・暮らし方を選択で

きる」
取組目標２「誰もがつながり合いの中で安心して自分ら

しく暮らすことができる」
取組目標３「産業中枢都市として深化し続ける」
取組目標４「将来を展望した都市環境の形成を進める」
取組目標５「脱炭素社会の実現に挑戦する」

　その中で、以下①～④の予算について、主な質問と
回答を取り上げる。

令和８年度 一般会計予算

一般会計予算の使い方を確認する

議案第４５号
Pick Up

審議結果の一覧は
コチラから

Check!

主な質問・回答

質問
?

回答

　本市の奨学金制度は、豊田市教育行政計画
全体の中での位置づけはどのようか問う。

　第５次豊田市教育行政計画において、８つの
取組の方向性のうち、誰もが自分らしく学べる
教育環境の確保における就学・進学に対する
経済的な支援の充実として実施する。

質問
?

回答

　今回中学３年生まで対象を拡大したとのこと
だが、この支援が学習意欲の向上にどの程度
寄与したのか、どのような方法で確認していく
のか問う。

　これまで毎年、年度末に奨学生を対象に、効
果検証を目的としたアンケートを実施してお
り、中学３年生についても同様にアンケートを
実施し、確認
していく予定
である。

回答

　市のホームページ、広報とよたへの掲載、エ
フエムとよたでの告知、また、交流館等の公共
施設でポスターを掲示、募集しおり等を配布す
るほか、中学生の保護者が登録する学校メー
ルシステムきずなネットの配信をすることで、
対象者への周知に努めていく。

質問
?

回答

　支給対象となるモデル世帯はどのようか問
う。

　家計要件となる算定基準額の算出には、市
町村民税課税標準額を用いるため、家族構成
等によって変わるが、例えば、父、母、申請者で
ある中学３年生及び小学生の４人世帯で、父の
年収が470万円、母の年収が105万円の場
合、支給対象となる可能性が高いケースとな
る。

主な質問・回答

質問
?

回答

①令和９年度から変更になる製品プラスチック
の資源化の対応について、令和８年度における
準備はどのようか問う。

　令和８年度に行う準備として、資源化施設へ
の引渡しに必要な中間処理を行う民間処理施
設について、業務委託等を行うとともに、容器
包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に
関する法律（いわゆる容器包装リサイクル法）
に基づく施設の指定を国から受ける手続きを
行う。また、ごみ袋のデザイン変更、ごみガイド
ブックの見直し、説明動画の作成を行い、１０月
以降にこれらを使用して、市民に変更内容や
必要な対応などを周知していく。

質問
?

回答

②令和８年度は、世界ラリー選手権において足
助消防署管内でコースが新設されるが管内で
の訓練はどのようか問う。

　世界ラリー選手権の対応をはじめ、今後の
中山間地域における現場対応力をさらに高め
るため、足助消防署管内のすべての出張所に
新たに訓練用車両を配置し、実践的な消火や
救出訓練を行う。

質問
?

回答

③燃料電池自動車の普及には水素ステーショ
ンの拡充も重要と考えるが、水素ステーション
設置拡充の考えはどのようか問う。

　水素ステーションの増設に向けては、燃料電
池自動車の普及状況等も考慮しながら、愛知
県等と連携し、最適な場所の検討や土地利用
上の課題等を整理していく。

質問
?

回答

④昨年の１５億５千万円余に対して、令和８年度
は１７億３千万円余と増額になっているが、増額
の理由について問う。

　増額の主な理由は、放課後児童クラブの運
営にかかる委託費の増加によるもので、参加
児童数の増加及び放課後支援員等の積算単
価の見直しにより増額となっている。

従来 改正案

質問
? 　奨学金制度の周知について、必要とする家

庭に確実に情報が届くようにするためどのよ
うに情報提供を行っていくのか具体的に問う。

支給対象
※正規の修業年
　限の終了まで

・高校生
・大学生

・中学３年生
・高校生
・大学生

支給額

［参考］
入学金及び授業料を除く学習に係る費用
　中学３年平均 約52万 ≒ 公立高校平均 約53万円
  （中学２年平均 約35万） ※文科省「令和５年度子供の学習費調査」より

※太字部分が追加内容

・高校生   96千円／年
・大学生 270千円／年

・中学３年生、高校生   96千円／年
・大学生　　　　　  270千円／年

成績要件 ・高校生  平均3.0以上
・大学生  平均4.0以上

・中学３年生、高校生  平均3.0以上
・大学生　　　　　   平均4.0以上

定員 ・高校生　70名
・大学生　  5名

・中学３年生、高校生 140名（R8のみ倍増）
・大学生　　　　　 　  5名

H2

・廃棄物資源化事業費（増額）…①
・足助消防署費（減額）…②
・次世代エネルギーシステム推進費（増額）…③
・放課後児童健全育成費（増額）…④

主な予算増減額（対前年度）
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報告
議案

1件
65件

同意
陳情

1件
1件3月市議会定例会に提出された案件

１　改正理由
　成績優秀で、かつ、経済的な理由により修学困
難な高校生、大学生を対象とした支給奨学金制度
について、物価上昇など近年の社会情勢の変化や
学習にかかる費用の実態を踏まえ、奨学金の目的
である「教育の機会均等」と「有用な人材の育成」を
より効果的に推進するため、支給対象を拡大する。

2　改正概要
　高校受験を控え学習費が増加し、公立高校と同
程度の費用がかかっている中学３年生へ対象を拡
大する。

奨学金条例の一部を改正する条例

高校受験を控え学習費が増加し、公立高校と同程度の
費用がかかっている中学３年生へ支給対象を拡大する

議案第１７号
Pick Up

審議結果

原案可決
27名（欠席1名） 9名 4名（欠席1名） 3名 1名自民クラブ

26 0
市民フォーラム 公明党 新しい風 諸　派

賛
成

反
対 9 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 1 0賛

成
反
対

審議結果

原案可決
27名（欠席1名） 9名 4名（欠席1名） 3名 1名自民クラブ

26 0
市民フォーラム 公明党 新しい風 諸　派

賛
成

反
対 9 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 3 0賛

成
反
対 0 1賛

成
反
対

豊田市は、第９次豊田市総合計画（ミライ実現戦略２０
３０）に掲げる５つの取組目標の実現に向けた施策を推
進する。
取組目標１「こどもが多様な生き方・暮らし方を選択で

きる」
取組目標２「誰もがつながり合いの中で安心して自分ら

しく暮らすことができる」
取組目標３「産業中枢都市として深化し続ける」
取組目標４「将来を展望した都市環境の形成を進める」
取組目標５「脱炭素社会の実現に挑戦する」

　その中で、以下①～④の予算について、主な質問と
回答を取り上げる。

令和８年度 一般会計予算

一般会計予算の使い方を確認する

議案第４５号
Pick Up

審議結果の一覧は
コチラから

Check!

主な質問・回答

質問
?

回答

　本市の奨学金制度は、豊田市教育行政計画
全体の中での位置づけはどのようか問う。

　第５次豊田市教育行政計画において、８つの
取組の方向性のうち、誰もが自分らしく学べる
教育環境の確保における就学・進学に対する
経済的な支援の充実として実施する。

質問
?

回答

　今回中学３年生まで対象を拡大したとのこと
だが、この支援が学習意欲の向上にどの程度
寄与したのか、どのような方法で確認していく
のか問う。

　これまで毎年、年度末に奨学生を対象に、効
果検証を目的としたアンケートを実施してお
り、中学３年生についても同様にアンケートを
実施し、確認
していく予定
である。

回答

　市のホームページ、広報とよたへの掲載、エ
フエムとよたでの告知、また、交流館等の公共
施設でポスターを掲示、募集しおり等を配布す
るほか、中学生の保護者が登録する学校メー
ルシステムきずなネットの配信をすることで、
対象者への周知に努めていく。

質問
?

回答

　支給対象となるモデル世帯はどのようか問
う。

　家計要件となる算定基準額の算出には、市
町村民税課税標準額を用いるため、家族構成
等によって変わるが、例えば、父、母、申請者で
ある中学３年生及び小学生の４人世帯で、父の
年収が470万円、母の年収が105万円の場
合、支給対象となる可能性が高いケースとな
る。

主な質問・回答

質問
?

回答

①令和９年度から変更になる製品プラスチック
の資源化の対応について、令和８年度における
準備はどのようか問う。

　令和８年度に行う準備として、資源化施設へ
の引渡しに必要な中間処理を行う民間処理施
設について、業務委託等を行うとともに、容器
包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に
関する法律（いわゆる容器包装リサイクル法）
に基づく施設の指定を国から受ける手続きを
行う。また、ごみ袋のデザイン変更、ごみガイド
ブックの見直し、説明動画の作成を行い、１０月
以降にこれらを使用して、市民に変更内容や
必要な対応などを周知していく。

質問
?

回答

②令和８年度は、世界ラリー選手権において足
助消防署管内でコースが新設されるが管内で
の訓練はどのようか問う。

　世界ラリー選手権の対応をはじめ、今後の
中山間地域における現場対応力をさらに高め
るため、足助消防署管内のすべての出張所に
新たに訓練用車両を配置し、実践的な消火や
救出訓練を行う。

質問
?

回答

③燃料電池自動車の普及には水素ステーショ
ンの拡充も重要と考えるが、水素ステーション
設置拡充の考えはどのようか問う。

　水素ステーションの増設に向けては、燃料電
池自動車の普及状況等も考慮しながら、愛知
県等と連携し、最適な場所の検討や土地利用
上の課題等を整理していく。

質問
?

回答

④昨年の１５億５千万円余に対して、令和８年度
は１７億３千万円余と増額になっているが、増額
の理由について問う。

　増額の主な理由は、放課後児童クラブの運
営にかかる委託費の増加によるもので、参加
児童数の増加及び放課後支援員等の積算単
価の見直しにより増額となっている。

従来 改正案

質問
? 　奨学金制度の周知について、必要とする家

庭に確実に情報が届くようにするためどのよ
うに情報提供を行っていくのか具体的に問う。

支給対象
※正規の修業年
　限の終了まで

・高校生
・大学生

・中学３年生
・高校生
・大学生

支給額

［参考］
入学金及び授業料を除く学習に係る費用
　中学３年平均 約52万 ≒ 公立高校平均 約53万円
  （中学２年平均 約35万） ※文科省「令和５年度子供の学習費調査」より

※太字部分が追加内容

・高校生   96千円／年
・大学生 270千円／年

・中学３年生、高校生   96千円／年
・大学生　　　　　  270千円／年

成績要件 ・高校生  平均3.0以上
・大学生  平均4.0以上

・中学３年生、高校生  平均3.0以上
・大学生　　　　　   平均4.0以上

定員 ・高校生　70名
・大学生　  5名

・中学３年生、高校生 140名（R8のみ倍増）
・大学生　　　　　 　  5名

H2

・廃棄物資源化事業費（増額）…①
・足助消防署費（減額）…②
・次世代エネルギーシステム推進費（増額）…③
・放課後児童健全育成費（増額）…④

主な予算増減額（対前年度）
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Repre sentative  Que stion代表質問
　３月市議会定例会において、新年度に向けた市長の「施政方
針」に対し、それぞれの会派の代表者が2月24日に代表質問を
行いました。その質問と答弁の一部を要約してご紹介します。

※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団
　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　公明党 ： 公明党豊田市議団
　新しい風 ： 新しい風とよた　諸派 ： 会派所属無

質問の様子を
動画でチェック！

質問の様子を
動画でチェック！

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

代
表

　塩
谷 

雅
樹

自
民
ク
ラ
ブ

団
長

　岩
田 

淳

市長の答弁

　豊田貞宝次世代産業地区用地造成事業
は、本市における経済や雇用への影響はも
とより、国の産業と未来の発展に大きく貢献
するものと認識している。令和7年8月に副
市長をリーダーとする総勢71名の推進チー
ムを発足させ、用地取得などの事業推進に
取り組んできた。令和8年度は推進チームに
加え産業部内に「（仮称）産業用地整備課」
を新設し体制の強化を図る。今後は「地域連
絡協議会」などの関係団体と連携を図り、丁
寧な情報共有と調整を行いながら、当該事
業の早期実現に向け全力で取り組む。

　早期実現に向けての支援体制やスケ
ジュール感、国や県、関係機関との連携に
ついて問う。

市長の答弁

Q u e s t i o n

質問

01
Q u e s t i o n

質問

02

Q u e s t i o n

質問

03

　当該区域は誰もが憩うことのできる快適な
空間を創出するとともに、中心市街地や豊田
スタジアムと連携して多世代が交流できる空
間を創出するものである。令和8年9月にオー
プンする先行整備区域は、スポーツツーリズム
による人々の交流、スポーツ大会やイベント誘
致での賑わい創出に期待している。次期整備
区域は、賑わいの相乗効果が発揮されるよう、
基本コンセプトである「フォレストレガシーパー
ク」を意識し、時代の変化や多様化する市民
ニーズ等を踏まえた魅力ある公園を目指し、
早期に整備スケジュールを示していきたい。

潤いとやすらぎのある
豊かな豊田市の創造
令和8年度施政方針

ミライを支える産業基盤の強化

　第９次豊田市総合計画に基づく将来都市構
造の実現に向け、さらなる産業集積を図るた
めに、企業立地のニーズに対応できる産業用
地の計画的な供給が重要。現在、貞宝工場周
辺等で産業用地整備のほか、豊田南インター
チェンジ周辺等では民間開発が進められてい
る。今後、市内16箇所の企業立地のポテン
シャルや土地利用との調和を考慮し、国から
の支援が期待できる地域未来投資促進法な
ど様々な整備手法の活用を念頭に、産業用地
整備の方向性や事業化の可能性を整理する。

　企業活動の原点である産業誘導エリア
の整備について、今後どのように取り組ん
でいくのかを問う。

市長の答弁

Q u e s t i o n

質問

02
未来のまちづくりに向けた
産業・脱炭素の取組
産業構造の確立と基盤を
強化するまちづくり

産業誘導エリアの整備

　都市部においては、安全・安心で利便性の
高い暮らしを提供するために買い物や医療
等の暮らし機能を集積していく。新市街地の
整備等により、多様な世代の新規移住や住
み替えを推進する。山村部においては、魅力
を発信するプロモーションに取り組むほか、
移住・定住に関する相談体制を拡充し、生業
づくりや暮らし方の提案などを行う。都市部
と山村部それぞれの地域特性を生かすため、
道路や公共交通によるネットワークの強化を
進め、広域的に「人・もの」等の様々な循環・
対流を創出して、移住・定住を促進していく。

　次世代が住みたい、住み続けたいと実
感できるまちを築くための、展開及び方向
性について問う。

市長の答弁

ひと くらし まち つなげる
未来
まちづくり

地域特性を踏まえた総合的な
移住・定住対策

Q u e s t i o n

質問

03

　令和12年を目標の中間年次とし、水素の
需要量拡大と市民の理解促進を重点的に
取り組む。需要量拡大については、令和8年
度から新たに市内の事業者向けに、燃料電
池バスやタクシーの導入支援補助金を創設
する。市としてもおいでんバスの車両更新
に合わせて燃料電池バスを導入する。また、
市民の理解促進については、市内中学校で
燃料電池教室の拡充を図るほか、将来の水
素関連人材の育成に向けたセミナーなどを
実施する。これらの取組を通じて、令和12
年までに水素需要量を増やしながら、水素
社会の実現を目指す。

　市民への啓発や燃料電池教育も進めて
きたが、水素社会の実現に向けた今後の取
組を問う。

市長の答弁

未来のまちづくりに向けた
産業・脱炭素の取組
脱炭素社会を実現する
まちづくり

水素社会の実現

Q u e s t i o n

質問

04

　中長期を見据えた財政計画において、物
価上昇に伴う費用の増加、将来に向けたま
ちづくりの推進や公共施設の維持補修に必
要となる費用を見込むが、毎年度、歳入歳
出予算の見通しと計画のかい離を確認し、
適時見直しを行う。また、本市の市税収入
は、企業業績の変動により大きな影響を受
ける構造となっていることから、積極的な歳
入の確保や歳出の最適化に継続的に取り
組み、将来の歳入増や経済効果を見極めた
未来への投資も実施し、将来に向けたまち
づくりの推進と健全財政維持の両立を図
り、持続可能な財政運営を行っていく。

　総合計画を軌道に乗せ、市民サービスを
充実させるため、中長期を見据えた本市の
財政運営について問う。

市長の答弁

未来のまちづくりに向けた
予算編成

令和8年度の予算編成

将来を展望する財政運営

　スポーツツーリズムについての中日ドラ
ゴンズ二軍施設誘致は、現在情報収集に努
めている段階で、令和8年度の前半に球団
から公募条件が提示される予定である。 そ
れを受けた詳細な調査を実施し、誘致に向
けて手を挙げるかどうかの判断を行う。 手
を挙げる際は、球団のニーズや地域経済へ
の波及効果、交通環境への影響などを踏ま
え、候補地を選定し、
誘致計画を具体化し
ていく予定である。

　中日ドラゴンズ二軍施設の誘致に向け
た現状と今後のスケジュール、実施する場
合の見解を問う。

市長の答弁

ひと くらし まち つなげる
未来
まちづくり

Q u e s t i o n

質問

04

　未整備区域を含めた事業計画とその具
体的なスケジュール、中央公園第二期整備
の全体像について問う。

市長の答弁

ひと くらし まち つなげる
未来
まちづくり

中央公園第二期整備スポーツツーリズムの更なる
推進

Q u e s t i o n

質問

01

　チェンジ・チャレンジ思考におけるミライ
実現戦略2030の取組をスタートさせ、部
局間における様々な議論や調整の機会を
増やすことで、議論の深まりや広がりを促
進している段階である。分野を横断した取
組目標の達成に向け、さらなる成果を生み
出すためには、今後も改善や工夫を重ねて
いくことが必要と考えている。

　ミライ実現戦略を進めることで行政はど
う変わっていくのかと、その取組や方向性
について問う。

未来のまちづくりに向けた
施政方針全般

令和8年度に向けた市政運営

チェンジ・チャレンジ思考における
ミライ実現戦略2030の取組
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Repre sentative  Que stion代表質問
　３月市議会定例会において、新年度に向けた市長の「施政方
針」に対し、それぞれの会派の代表者が2月24日に代表質問を
行いました。その質問と答弁の一部を要約してご紹介します。

※正式な会派名／自民クラブ ： 豊田市議会自民クラブ議員団
　市民フォーラム ： 豊田市議会市民フォーラム　公明党 ： 公明党豊田市議団
　新しい風 ： 新しい風とよた　諸派 ： 会派所属無
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動画でチェック！

質問の様子を
動画でチェック！
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民
フ
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ー
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代
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自
民
ク
ラ
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団
長

　岩
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市長の答弁

　豊田貞宝次世代産業地区用地造成事業
は、本市における経済や雇用への影響はも
とより、国の産業と未来の発展に大きく貢献
するものと認識している。令和7年8月に副
市長をリーダーとする総勢71名の推進チー
ムを発足させ、用地取得などの事業推進に
取り組んできた。令和8年度は推進チームに
加え産業部内に「（仮称）産業用地整備課」
を新設し体制の強化を図る。今後は「地域連
絡協議会」などの関係団体と連携を図り、丁
寧な情報共有と調整を行いながら、当該事
業の早期実現に向け全力で取り組む。

　早期実現に向けての支援体制やスケ
ジュール感、国や県、関係機関との連携に
ついて問う。

市長の答弁

Q u e s t i o n

質問

01
Q u e s t i o n

質問

02

Q u e s t i o n

質問
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　当該区域は誰もが憩うことのできる快適な
空間を創出するとともに、中心市街地や豊田
スタジアムと連携して多世代が交流できる空
間を創出するものである。令和8年9月にオー
プンする先行整備区域は、スポーツツーリズム
による人々の交流、スポーツ大会やイベント誘
致での賑わい創出に期待している。次期整備
区域は、賑わいの相乗効果が発揮されるよう、
基本コンセプトである「フォレストレガシーパー
ク」を意識し、時代の変化や多様化する市民
ニーズ等を踏まえた魅力ある公園を目指し、
早期に整備スケジュールを示していきたい。

潤いとやすらぎのある
豊かな豊田市の創造
令和8年度施政方針

ミライを支える産業基盤の強化

　第９次豊田市総合計画に基づく将来都市構
造の実現に向け、さらなる産業集積を図るた
めに、企業立地のニーズに対応できる産業用
地の計画的な供給が重要。現在、貞宝工場周
辺等で産業用地整備のほか、豊田南インター
チェンジ周辺等では民間開発が進められてい
る。今後、市内16箇所の企業立地のポテン
シャルや土地利用との調和を考慮し、国から
の支援が期待できる地域未来投資促進法な
ど様々な整備手法の活用を念頭に、産業用地
整備の方向性や事業化の可能性を整理する。

　企業活動の原点である産業誘導エリア
の整備について、今後どのように取り組ん
でいくのかを問う。

市長の答弁

Q u e s t i o n

質問

02
未来のまちづくりに向けた
産業・脱炭素の取組
産業構造の確立と基盤を
強化するまちづくり

産業誘導エリアの整備

　都市部においては、安全・安心で利便性の
高い暮らしを提供するために買い物や医療
等の暮らし機能を集積していく。新市街地の
整備等により、多様な世代の新規移住や住
み替えを推進する。山村部においては、魅力
を発信するプロモーションに取り組むほか、
移住・定住に関する相談体制を拡充し、生業
づくりや暮らし方の提案などを行う。都市部
と山村部それぞれの地域特性を生かすため、
道路や公共交通によるネットワークの強化を
進め、広域的に「人・もの」等の様々な循環・
対流を創出して、移住・定住を促進していく。

　次世代が住みたい、住み続けたいと実
感できるまちを築くための、展開及び方向
性について問う。

市長の答弁

ひと くらし まち つなげる
未来
まちづくり

地域特性を踏まえた総合的な
移住・定住対策

Q u e s t i o n

質問

03

　令和12年を目標の中間年次とし、水素の
需要量拡大と市民の理解促進を重点的に
取り組む。需要量拡大については、令和8年
度から新たに市内の事業者向けに、燃料電
池バスやタクシーの導入支援補助金を創設
する。市としてもおいでんバスの車両更新
に合わせて燃料電池バスを導入する。また、
市民の理解促進については、市内中学校で
燃料電池教室の拡充を図るほか、将来の水
素関連人材の育成に向けたセミナーなどを
実施する。これらの取組を通じて、令和12
年までに水素需要量を増やしながら、水素
社会の実現を目指す。

　市民への啓発や燃料電池教育も進めて
きたが、水素社会の実現に向けた今後の取
組を問う。

市長の答弁

未来のまちづくりに向けた
産業・脱炭素の取組
脱炭素社会を実現する
まちづくり

水素社会の実現

Q u e s t i o n

質問

04

　中長期を見据えた財政計画において、物
価上昇に伴う費用の増加、将来に向けたま
ちづくりの推進や公共施設の維持補修に必
要となる費用を見込むが、毎年度、歳入歳
出予算の見通しと計画のかい離を確認し、
適時見直しを行う。また、本市の市税収入
は、企業業績の変動により大きな影響を受
ける構造となっていることから、積極的な歳
入の確保や歳出の最適化に継続的に取り
組み、将来の歳入増や経済効果を見極めた
未来への投資も実施し、将来に向けたまち
づくりの推進と健全財政維持の両立を図
り、持続可能な財政運営を行っていく。

　総合計画を軌道に乗せ、市民サービスを
充実させるため、中長期を見据えた本市の
財政運営について問う。

市長の答弁

未来のまちづくりに向けた
予算編成

令和8年度の予算編成

将来を展望する財政運営

　スポーツツーリズムについての中日ドラ
ゴンズ二軍施設誘致は、現在情報収集に努
めている段階で、令和8年度の前半に球団
から公募条件が提示される予定である。 そ
れを受けた詳細な調査を実施し、誘致に向
けて手を挙げるかどうかの判断を行う。 手
を挙げる際は、球団のニーズや地域経済へ
の波及効果、交通環境への影響などを踏ま
え、候補地を選定し、
誘致計画を具体化し
ていく予定である。

　中日ドラゴンズ二軍施設の誘致に向け
た現状と今後のスケジュール、実施する場
合の見解を問う。

市長の答弁

ひと くらし まち つなげる
未来
まちづくり

Q u e s t i o n

質問

04

　未整備区域を含めた事業計画とその具
体的なスケジュール、中央公園第二期整備
の全体像について問う。

市長の答弁

ひと くらし まち つなげる
未来
まちづくり

中央公園第二期整備スポーツツーリズムの更なる
推進

Q u e s t i o n

質問

01

　チェンジ・チャレンジ思考におけるミライ
実現戦略2030の取組をスタートさせ、部
局間における様々な議論や調整の機会を
増やすことで、議論の深まりや広がりを促
進している段階である。分野を横断した取
組目標の達成に向け、さらなる成果を生み
出すためには、今後も改善や工夫を重ねて
いくことが必要と考えている。

　ミライ実現戦略を進めることで行政はど
う変わっていくのかと、その取組や方向性
について問う。

未来のまちづくりに向けた
施政方針全般

令和8年度に向けた市政運営

チェンジ・チャレンジ思考における
ミライ実現戦略2030の取組
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市長の答弁

代表質問
Repre sentative  Que stion

　乳幼児健診とこども発達センターでの支
援等を組み合わせ、早期発見・早期療育を
包括的に実施する早期療育推進システムに
より、乳幼児期から就学までの支援を行っ
ており、令和8年度から新たに2歳児健診、5
歳児健診を実施し強化を図る。また、就学か
ら卒業後の進路を決めるまでは、こども発
達センターでの支援に加え、在学中から相
談支援事業所、障がい者就労生活支援セン
ターが進路相談にも関わりながら伴走支援
を継続して行う。教育と福祉が連携するこ
とで切れ目ない支援を実施する。

　就学就労期までの伴走型支援について、
課題認識と関係部局の連携強化や、拡充等
の方向性について問う。

市長の答弁

Q u e s t i o n

質問

01
Q u e s t i o n

質問

02

Q u e s t i o n

質問

03

　社会福祉協議会などと連携し、地域の多
様な資源をつなぎながら住民同士が支え合
える仕組み作りを継続して支援するととも
に、市民参画による啓発活動の充実を図っ
ていく。また、孤独や孤立状態にある方への
支援は、地域の支援機関と連携しながら家
庭訪問等の積極的なアウトリーチを行い、
関係機関と連携した包括的な相談支援や
地域との共働による居場所づくりなどの取
組を進めている。このような切れ目ない支
援を進めることで、誰もが地域で安心して
暮らし続けられる環境づくりを進めていく。

誰もが活躍できる
人間力あふれるまちへ
こども・若者の育ちと
学びの保障

発達に特性のある子どもへの支援

　自治区への支援策となる交付金の増額
にあたっては、小規模自治区へ重点的に交
付金を配分する。それに加え、自治区等を支
援する地域支援員をモデル的に配置し、自
治区運営の負担軽減に取り組んでいく。

　自治区における事務員採用費用の負担
等、財政や人材の負担の軽減を図る取組に
ついて考えを問う。

市長の答弁

Q u e s t i o n

質問

02
ひとにやさしいまちづくり

地域施策

自治区業務への支援

　令和6年度に教員向け生成AIガイドライ
ンを策定し、教員の業務で活用し、業務改
善を推進している。「豊田市学校教育の情
報化プラン」では、児童生徒の情報活用能
力の育成を図りながら、生成AIなどのツー
ルや情報を適切に活用する取組を進めてお
り、児童生徒の「自ら考え、判断する力」を育
むよう取り組んでいる。現在、児童生徒が
生成AIを効果的に利用することができるよ
う、モデル校における実証・検証をしてい
る。令和8年度も継続し、学校での活用推進
に向けた準備を進める。

　文部科学省による初等中等教育ガイド
ラインをふまえ、学校現場の生成 AI 利活
用について方向性を問う。

市長の答弁

誰もが活躍できる
人間力あふれるまちへ
こども・若者の育ちと
学びの保障

自ら考え判断する力を育む
教育の推進

Q u e s t i o n

質問

03

　現在は、水道水質検査計画に基づき、水
源地の原水及び浄化処理後の浄水におい
て年1回程度の水質検査を任意で実施し、
国が定めた目標値を下回ることを確認して
いる。また、令和8年4月1日より、浄水は年
4回の法定検査を実施し、原水についても
年2回の任意検査を実施していく。事業者
が設置する専用水道等も、必要な確認や指
導等を実施し、引き続き水道水の安全・安心
を確保していく。

　有機フッ素化合物の規制強化に伴う、現
状の取組等と規制
強化後の取組や対
応について問う。

市長の答弁

持続可能なまちづくり

環境施策

有機フッ素化合物の規制強化
への取組、対応

Q u e s t i o n

質問

04

　国の南海トラフ地震の被害想定を踏ま
え、愛知県と同時期に本市独自の南海トラ
フ地震被害予測調査を行い、令和8年6月
頃に調査結果を公表する予定である。この
調査結果に基づき、旧耐震基準で建てられ
た住宅の耐震化を一層促進していく。また、
新耐震基準導入以降で平成12年5月以前
に建築された木造住宅の所有者等に対し、
耐震性能検証
の実施に努め
るよう、啓発を
開始する。

　今後想定される大規模地震に備え、市民
が自宅で安心して生活を続けるための今
後の取組について問う。

市長の答弁

持続可能なまちづくり

防災減災・都市整備施策

市民の生命や暮らしを守る
安全•安心なまちづくり

　高齢になっても働きたい人は働き、学び
たい人は学び、地域で活躍したい人は地域
活動を行うなど、それぞれが選択できるこ
とが重要であり、そのための機会を創出し
ていく。就労に関しては、シルバー人材セン
ターへの支援を継続し、学びに関しては、学
びや、仲間づくりができる「シニアアカデ
ミー」を「みんなの学び合いクラス」と名称変
更し、場所もＴ－ＦＡＣＥから交流館に移し、
シニア世代の地域での活動につなげる。

　65歳以上の人口が増加する中、高齢者
の社会参加を促す支援をどのように進める
のか、その方向性を問う。

市長の答弁

誰もが活躍できる
人間力あふれるまちへ
高齢者が安心して
暮らせる地域づくり Q u e s t i o n

質問

04

　幅広い世代の孤独や孤立を未然に防ぎ、
必要な支援に繋げるための体制強化と総
合的な支援の方向性を問う。

市長の答弁

安全•安心で持続可能な
暮らしを支えるまちへ
健康•福祉の充実

孤独・孤立を防ぐ市の考え方シニア世代の活躍を促す支援

Q u e s t i o n

質問

01

　豊田市平和都市宣言は、戦後80年の節
目にまちづくりの前提である平和について、
本市の主張や立場を内外に表明し、市民と
共有するために行ったものである。令和8年
度の取組については、例年実施しているパ
ネル展示や、黙祷の呼びかけなどの活動を
継続し、平和行政の推進を図っていく。

　新年度に予定している平和都市宣言の
さらなる啓発や理解活動、平和を希求する
取組等について問う。

財政と市政経営全般

選ばれるまち・とよたの取組

戦後80年の節目の年に行われた
豊田市平和都市宣言の取組

09

豊田市水道キャラクター「ぴっちゃん」
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市長の答弁

代表質問
R ep r e sen tative  Que stion

　乳幼児健診とこども発達センターでの支
援等を組み合わせ、早期発見・早期療育を
包括的に実施する早期療育推進システムに
より、乳幼児期から就学までの支援を行っ
ており、令和8年度から新たに2歳児健診、5
歳児健診を実施し強化を図る。また、就学か
ら卒業後の進路を決めるまでは、こども発
達センターでの支援に加え、在学中から相
談支援事業所、障がい者就労生活支援セン
ターが進路相談にも関わりながら伴走支援
を継続して行う。教育と福祉が連携するこ
とで切れ目ない支援を実施する。

　就学就労期までの伴走型支援について、
課題認識と関係部局の連携強化や、拡充等
の方向性について問う。

市長の答弁

Q u e s t i o n

質問

01
Q u e s t i o n

質問

02

Q u e s t i o n

質問

03

　社会福祉協議会などと連携し、地域の多
様な資源をつなぎながら住民同士が支え合
える仕組み作りを継続して支援するととも
に、市民参画による啓発活動の充実を図っ
ていく。また、孤独や孤立状態にある方への
支援は、地域の支援機関と連携しながら家
庭訪問等の積極的なアウトリーチを行い、
関係機関と連携した包括的な相談支援や
地域との共働による居場所づくりなどの取
組を進めている。このような切れ目ない支
援を進めることで、誰もが地域で安心して
暮らし続けられる環境づくりを進めていく。

誰もが活躍できる
人間力あふれるまちへ
こども・若者の育ちと
学びの保障

発達に特性のある子どもへの支援

　自治区への支援策となる交付金の増額
にあたっては、小規模自治区へ重点的に交
付金を配分する。それに加え、自治区等を支
援する地域支援員をモデル的に配置し、自
治区運営の負担軽減に取り組んでいく。

　自治区における事務員採用費用の負担
等、財政や人材の負担の軽減を図る取組に
ついて考えを問う。

市長の答弁

Q u e s t i o n

質問

02
ひとにやさしいまちづくり

地域施策

自治区業務への支援

　令和6年度に教員向け生成AIガイドライ
ンを策定し、教員の業務で活用し、業務改
善を推進している。「豊田市学校教育の情
報化プラン」では、児童生徒の情報活用能
力の育成を図りながら、生成AIなどのツー
ルや情報を適切に活用する取組を進めてお
り、児童生徒の「自ら考え、判断する力」を育
むよう取り組んでいる。現在、児童生徒が
生成AIを効果的に利用することができるよ
う、モデル校における実証・検証をしてい
る。令和8年度も継続し、学校での活用推進
に向けた準備を進める。

　文部科学省による初等中等教育ガイド
ラインをふまえ、学校現場の生成 AI 利活
用について方向性を問う。

市長の答弁

誰もが活躍できる
人間力あふれるまちへ
こども・若者の育ちと
学びの保障

自ら考え判断する力を育む
教育の推進

Q u e s t i o n

質問

03

　現在は、水道水質検査計画に基づき、水
源地の原水及び浄化処理後の浄水におい
て年1回程度の水質検査を任意で実施し、
国が定めた目標値を下回ることを確認して
いる。また、令和8年4月1日より、浄水は年
4回の法定検査を実施し、原水についても
年2回の任意検査を実施していく。事業者
が設置する専用水道等も、必要な確認や指
導等を実施し、引き続き水道水の安全・安心
を確保していく。

　有機フッ素化合物の規制強化に伴う、現
状の取組等と規制
強化後の取組や対
応について問う。

市長の答弁

持続可能なまちづくり

環境施策

有機フッ素化合物の規制強化
への取組、対応

Q u e s t i o n

質問

04

　国の南海トラフ地震の被害想定を踏ま
え、愛知県と同時期に本市独自の南海トラ
フ地震被害予測調査を行い、令和8年6月
頃に調査結果を公表する予定である。この
調査結果に基づき、旧耐震基準で建てられ
た住宅の耐震化を一層促進していく。また、
新耐震基準導入以降で平成12年5月以前
に建築された木造住宅の所有者等に対し、
耐震性能検証
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04
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質問

01
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09
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General  Interpell ation

　2月25日から27日にかけて、16人の議員が市政の
方針や考え方などについて問う「一般質問」を行いまし
た。その質問と答弁の一部を要約して掲載します。一般質問 ※質問順に掲載しています。  

自民クラブ
太田博康

動画で
チェック！

　令和7年11月にGreen Carbon
株式会社とあいち豊田農業協同組

合、本市の三者間で連携協定を締結。農業者の
栽培支援や申請手続きの代行、クレジット活用ま
でを一体的に支援する体制を構築した。水田の節
水をしながら温室効果ガスの排出量を削減する間
断かんがいという新たな手法についても、国内初と
なる実証実験を進めている。

産業部

答弁

自民クラブ
鈴木  章

動画で
チェック！

　プロジェクト体制は、総合山村室
の総合調整力と各支所の地域経営

力を生かす連携手法であり、人的資源の有効活
用で業務を遅滞なく推進する体制が確保できる。
プロジェクトメンバーの支所職員は、俯瞰的かつ横
断的な視点から知見を広め、課題やノウハウを共有
することで人材育成を図り、地域づくりの推進役と
なることが期待できる。

地域活躍部

答弁

自民クラブ
中村竹夫

動画で
チェック！

　現在使用している専用施設は、老
朽化の進行程度により順次解体し、

校舎内の活動室に移行する予定である。一方、宅
地開発などによる急激な児童の増加が考えられ
る場合は、専用施設の設置を検討する必要がある
と考える。クラブが児童の遊びと生活の場であるこ
とを念頭に、各クラブの環境に応じて、適切な対応
を進めていく。

こども・若者部

答弁

市民フォーラム
鈴木孝英

動画で
チェック！

　指導者の安定的な確保や活動環
境の充実、クラブが自立し継続的か

つ安定した運営体制を構築することが必要不可
欠であると考える。今後はより効果を高めるよう、
クラブ運営における改善について積極的に助言を
行っていく。そのうえで、活動状況に見合った適正
な財政支援や、指導者の確保に向けた支援にも取り
組んでいく。

魅力創造部

答弁

　J―クレジット普及に向けた課題
への対応にあたり、どのような具
体的な取組を進めていくかについ
て問う。

J―クレジット普及
のための具体的
な取組

これからの農業施策
　持続可能な脱炭素型農業の推進

質問

　なぜ今、プロジェクト体制という
手法が必要であるのかと、その狙
いも含めた見解を問う。

プロジェクト体制
確立の必要性

持続可能な山村地域づくりの推進の必要性
　総合山村室設置後の効果と今後の方針

質問

　放課後児童クラブの活動室につ
いて専用建物の設置と活用を提言
し、専用建物を利用する考え方に
ついて問う。

専用建物を利用する
ことへの考え方

こども目線の放課後児童クラブ
　今後の放課後児童クラブ

質問

　クラブの活動を将来にわたり持
続し発展させていくため、市がど
のように関わり支援を行うのかを
問う。

今後に向けた
市の関わり

ものづくりに対する愛着と関心の醸成
　豊田少年少女発明クラブとの連携

質問

自民クラブ
海老澤要造

動画で
チェック！

　ラリージャパンの開催に合わせ、
旭高原元気村のキャンプデッキの整

備や三河湖観光センターの再整備などを行った。
また、整備した２つの施設以外にも、どんぐりの里
いなぶや小原和紙のふるさとなどもイベント会場
や飲食提供、観客輸送に活用している。新たなコー
スに設定される足助地区と藤岡地区についても、公
共施設の活用を推進する。

地域活躍部

答弁

自民クラブ
都築清之

動画で
チェック！

　できる限り早期に、全面建て替え
に向けた具体的な設計や関係者との

調整等を進め、次のステップへ移行したいと考え
る。再整備については、卸売市場の営業を継続し
つつ建て替えを進めるため、10年間程度の期間を
要すると予想されるが、水産棟や青果棟など完成エ
リアごとに供用開始を図り、機能の早期発現を目指
していく。

産業部

答弁

自民クラブ
深津秀仁

動画で
チェック！

　施設の休館期間はスポーツ施設
利用システムや広報とよたを通じて

周知を図っている。加えて競技団体に対しては、
施設や日程の振替等の予約の調整を行い、影響
を最小限にとどめるよう配慮している。また豊田
スタジアムとスカイホール豊田におけるスポーツ
教室の参加者には、他施設の教室の紹介を行って
いる。

魅力創造部

答弁

自民クラブ
安藤寿昭

動画で
チェック！

　令和8年度から高齢者クラブの活
動を支援する市高連への補助金を

増額し、高齢者クラブの活性化を支援する。今後
も市高連とともに高齢者クラブへの交付金や補
助金に関する提言の内容や、本市における様々な
高齢者施策との兼ね合いなどもふまえ、高齢者ク
ラブの活動の現状把握や必要な支援策の検討を進
めていく。

地域活躍部

答弁

　山村地域の産業創出や雇用の促
進のため、主要観光施設など公共
施設の活用や整備の考え方につ
いて問う。

主要観光施設など
公共施設の
活用・整備

ラリーをいかしたまちづくり
　ラリーをいかしたまちづくりのビジョン

質問

　近年の資材費や人件費高騰によ
る影響を踏まえ、施設の早期更新
に向けた今後の具体的計画を問
う。

施設更新に向けた
今後の具体的計画

老朽化が進む公共建築物の現状と将来
　公設地方卸売市場

質問

　市民から練習ができなくなること
を心配する声が上がっていること
をふまえ、大会開催時の配慮につ
いて問う。

普段競技会場を使用
している市民や
スポーツ団体への配慮

アジア・アジアパラ競技大会の成功に向けて
　競技会場の課題と対応

質問

　高齢者クラブの活動交付金と、
憩の家管理運営補助金の見直しを
提言し、今後の支援強化について
問う。

今後の高齢者
クラブの支援強化

高齢者クラブの支援強化
　今後の高齢者クラブの支援強化

質問
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自民クラブ
兵藤慎也

動画で
チェック！

　こどもや高齢者を対象とした取組
では、令和7年度事業の実証結果を

踏まえて実施期間の拡大などを想定しているほ
か、ICカードを活用した新たな取組を行うための
環境整備を進めていく。また、令和9年度を見据
え、大学生までと70歳以上の高齢者を対象とした
おいでんバスの無料化に向けて、その目的に沿った
取組を進めていく。

都市整備部

答弁

諸派
根本美春

動画で
チェック！

　本市の学校においては、戦争の悲
惨さや平和の尊さ、生命の尊厳など

を考える学習を行う中で、被爆体験等を題材とし
て取り上げることがある。被爆体験について、子
どもたちが被爆者の方から直接話を聞くことや、
伝承活動を通して知ることは、平和の大切さを学ぶ
重要な機会であると捉えている。

教育部

答弁

自民クラブ
石川嘉仁

動画で
チェック！

　令和7年度に実施した調査の結果
について墓地需要や市民ニーズなど

の詳細な分析を進め、民間墓地の供給状況との
関係を整理しながら、市と民間の役割分担を明確
化することが重要である。その上で、古瀬間墓地公
園の新たな墓地形態を本市全体の墓地供給の中で
どのような位置づけとすべきかを整理し、必要な対
応を進めていく。

福祉部

答弁

新しい風
西田ひさよ

動画で
チェック！

　令和７年度は１９名のケースワー
カーが配属されており、いずれも正

規職員である。ひとり当たりの平均担当世帯数
は、令和８年１月末現在で約９４世帯、最多は１３６
世帯、最少は４４世帯となっている。国の標準より
少ない中、負担軽減が課題であり、会計年度任用
職員の複数配置やICTの活用により事務軽減を図っ
ている。

福祉部

答弁

　いつから、どこから、どの範囲で
無料化を進めていくのか、無料化
実現に向けたロードマップの現状
を問う。

無料化実現に
向けたロードマップ

おいでんバスの無料化
　おいでんバスの無料化実現に向けて

質問

　被爆者の証言活動や子どもたち
に伝えていく活動の今後の在り方
について、本市教育委員会の見解
を問う。

本市教育委員会とし
ての被爆者の証言・
伝承活動への見解

被爆者の証言と記憶の伝承
　学校教育における証言・伝承活動・平和教育

質問

　自治区が運営する地域墓地や民間墓
地の課題解決につながるよう、古瀬間
墓地公園における今後の新たな墓地形
態検討の必要性について見解を問う。

新しい墓地形態の
今後の必要性

時代に合った墓地のあり方
　古瀬間墓地公園の現状と今後のあり方

質問

　国の法律では「ケースワーカーひ
とり当たり８０世帯の担当が標準」
と定められているが、本市の現状
について問う。

職員配置と担当
世帯数、
その課題認識

生活保護は権利
　生活保護制度の利用しやすさ

質問

市民フォーラム
古木吉昭

動画で
チェック！

　とまってくれてありがとう運動や
歩行者歩道保護モデルカー活動を全

市的に展開するとともに、令和3年度からはジコ
ゼロ大作戦を展開し、官民連携で交通安全意識の
向上に努めてきた。積み重ねてきた取組の方向性
を引き継ぎ、交通事故ゼロのまちの実現に向けた
地道で愚直な活動を継続することが、何よりも重要
と考える。

市長

答弁

新しい風
中島竜二

動画で
チェック！

　所属職員に対して、個人情報の適
正な取り扱いについてあらためて周

知を徹底。情報セキュリティ面では、アクセス権限
の厳格化を図った。また、個人情報漏えいにより
本市が受ける影響に焦点を当てた外部講師の研
修を今年度中に実施する予定である。今後もその
効果を高める取組等の検討を進め、体制強化を図っ
ていく。

総務部

答弁

市民フォーラム
中尾俊和

動画で
チェック！

　育児休業取得に伴う収入の変化
を知ることは、子育てと仕事の両立

など家庭生活を考える上で大切であると認識し
ている。提案されたシミュレーションシートについ
ては、子育て応援ポータルサイトなどを活用し周
知を図るほか、母子健康手帳交付時の面談やパパ
ママ教室の場で紹介するなど、試算ツール活用を促
進する。

こども・若者部

答弁

自民クラブ
松原一也

動画で
チェック！

　学校再編を含めた今後の山村地
域の教育環境について地域との議

論を始め、地域の特色ある教育を生かした小中
一貫教育などの新しい学びのあり方や魅力ある
教育環境の整備について検討する。また、教育委
員会の体制強化を図るとともに、山村地域の各支
所や庁内関係部署との連携を強化し、スピード感を
持って進めていく。

教育部

答弁

　交通安全の取組を進めているに
もかかわらず、事故がなくならない
現状について、太田市長にその思
いを問う。

“ミライのフツー”
「交通事故ゼロ」の
豊田市を目指して

交通死亡事故ゼロの豊田市を目指して
　交通事故撲滅への思い

質問

　元職員の逮捕を受けての個人情
報管理の強化を求め、再発防止策
を含めた取組強化の考えについ
て問う。

本件を受けた再発防止策への
取組、個人情報管理のさらなる
強化に向けた取組の考え方

市民が安心、信頼できる市政を
　市民が安心、信頼できる個人情報管理を

質問

　育休・産休中の経済的支援かん
たん試算ツールの活用による男性
育児参加の促進を提言し、本市の
見解を問う。

男性育児参加
促進の取組

少子化対策の強化に向けて
　安心して子どもが持てる環境づくり

質問

　少子化の進む地域の教育に危機
感を持ち、子どもたちの教育に責
任と覚悟を持って取り組む考えを
問う。

少子化の進む学校
教育に対峙する覚悟

山村地域のこどもたちの教育環境
　山村地域の魅力ある学校教育

質問
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自民クラブ
兵藤慎也

動画で
チェック！

　こどもや高齢者を対象とした取組
では、令和7年度事業の実証結果を

踏まえて実施期間の拡大などを想定しているほ
か、ICカードを活用した新たな取組を行うための
環境整備を進めていく。また、令和9年度を見据
え、大学生までと70歳以上の高齢者を対象とした
おいでんバスの無料化に向けて、その目的に沿った
取組を進めていく。

都市整備部

答弁

諸派
根本美春

動画で
チェック！

　本市の学校においては、戦争の悲
惨さや平和の尊さ、生命の尊厳など

を考える学習を行う中で、被爆体験等を題材とし
て取り上げることがある。被爆体験について、子
どもたちが被爆者の方から直接話を聞くことや、
伝承活動を通して知ることは、平和の大切さを学ぶ
重要な機会であると捉えている。

教育部

答弁

自民クラブ
石川嘉仁

動画で
チェック！

　令和7年度に実施した調査の結果
について墓地需要や市民ニーズなど

の詳細な分析を進め、民間墓地の供給状況との
関係を整理しながら、市と民間の役割分担を明確
化することが重要である。その上で、古瀬間墓地公
園の新たな墓地形態を本市全体の墓地供給の中で
どのような位置づけとすべきかを整理し、必要な対
応を進めていく。

福祉部

答弁

新しい風
西田ひさよ

動画で
チェック！

　令和７年度は１９名のケースワー
カーが配属されており、いずれも正

規職員である。ひとり当たりの平均担当世帯数
は、令和８年１月末現在で約９４世帯、最多は１３６
世帯、最少は４４世帯となっている。国の標準より
少ない中、負担軽減が課題であり、会計年度任用
職員の複数配置やICTの活用により事務軽減を図っ
ている。

福祉部

答弁

　いつから、どこから、どの範囲で
無料化を進めていくのか、無料化
実現に向けたロードマップの現状
を問う。

無料化実現に
向けたロードマップ

おいでんバスの無料化
　おいでんバスの無料化実現に向けて

質問

　被爆者の証言活動や子どもたち
に伝えていく活動の今後の在り方
について、本市教育委員会の見解
を問う。

本市教育委員会とし
ての被爆者の証言・
伝承活動への見解

被爆者の証言と記憶の伝承
　学校教育における証言・伝承活動・平和教育

質問

　自治区が運営する地域墓地や民間墓
地の課題解決につながるよう、古瀬間
墓地公園における今後の新たな墓地形
態検討の必要性について見解を問う。

新しい墓地形態の
今後の必要性

時代に合った墓地のあり方
　古瀬間墓地公園の現状と今後のあり方

質問

　国の法律では「ケースワーカーひ
とり当たり８０世帯の担当が標準」
と定められているが、本市の現状
について問う。

職員配置と担当
世帯数、
その課題認識

生活保護は権利
　生活保護制度の利用しやすさ

質問

市民フォーラム
古木吉昭

動画で
チェック！

　とまってくれてありがとう運動や
歩行者歩道保護モデルカー活動を全

市的に展開するとともに、令和3年度からはジコ
ゼロ大作戦を展開し、官民連携で交通安全意識の
向上に努めてきた。積み重ねてきた取組の方向性
を引き継ぎ、交通事故ゼロのまちの実現に向けた
地道で愚直な活動を継続することが、何よりも重要
と考える。

市長

答弁

新しい風
中島竜二

動画で
チェック！

　所属職員に対して、個人情報の適
正な取り扱いについてあらためて周

知を徹底。情報セキュリティ面では、アクセス権限
の厳格化を図った。また、個人情報漏えいにより
本市が受ける影響に焦点を当てた外部講師の研
修を今年度中に実施する予定である。今後もその
効果を高める取組等の検討を進め、体制強化を図っ
ていく。

総務部

答弁

市民フォーラム
中尾俊和

動画で
チェック！

　育児休業取得に伴う収入の変化
を知ることは、子育てと仕事の両立

など家庭生活を考える上で大切であると認識し
ている。提案されたシミュレーションシートについ
ては、子育て応援ポータルサイトなどを活用し周
知を図るほか、母子健康手帳交付時の面談やパパ
ママ教室の場で紹介するなど、試算ツール活用を促
進する。

こども・若者部

答弁

自民クラブ
松原一也

動画で
チェック！

　学校再編を含めた今後の山村地
域の教育環境について地域との議

論を始め、地域の特色ある教育を生かした小中
一貫教育などの新しい学びのあり方や魅力ある
教育環境の整備について検討する。また、教育委
員会の体制強化を図るとともに、山村地域の各支
所や庁内関係部署との連携を強化し、スピード感を
持って進めていく。

教育部

答弁

　交通安全の取組を進めているに
もかかわらず、事故がなくならない
現状について、太田市長にその思
いを問う。

“ミライのフツー”
「交通事故ゼロ」の
豊田市を目指して

交通死亡事故ゼロの豊田市を目指して
　交通事故撲滅への思い

質問

　元職員の逮捕を受けての個人情
報管理の強化を求め、再発防止策
を含めた取組強化の考えについ
て問う。

本件を受けた再発防止策への
取組、個人情報管理のさらなる
強化に向けた取組の考え方

市民が安心、信頼できる市政を
　市民が安心、信頼できる個人情報管理を

質問

　育休・産休中の経済的支援かん
たん試算ツールの活用による男性
育児参加の促進を提言し、本市の
見解を問う。

男性育児参加
促進の取組

少子化対策の強化に向けて
　安心して子どもが持てる環境づくり

質問

　少子化の進む地域の教育に危機
感を持ち、子どもたちの教育に責
任と覚悟を持って取り組む考えを
問う。

少子化の進む学校
教育に対峙する覚悟

山村地域のこどもたちの教育環境
　山村地域の魅力ある学校教育

質問
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博物館の開館及び美術館開館３０周年を契機とし、
本市が有する歴史・文化芸術資源を生かしたまち
づくりの推進、来訪者の増加を目指し、調査・研究
を行いました。

調査研究事項
１ 美術館、博物館、民芸館の機能・連携の強化
２ 市民が親しみやすい文化施設の在り方
３ 美術館、博物館と中心市街地との一体的な回遊型利
用の促進

４ 歴史・文化芸術を生かしたまちの見せ方、プロモー
ション戦略

主な提言内容
（１）３館の魅力を生かし、さらなる来場者の増加を図る

ため、３館連携パスやスタンプラリーの実施、企画
展等の内容や時期を合わせるなど、相乗効果が生
まれるような取組を一層推進するとともに、３館に
小原和紙のふるさとを加えた「４館」連携の取組を
検討すること。

（２）すべての人が、歴史・文化芸術に触れ、体験できる
様々な機会を創出すること。歴史・文化芸術を通じ
て、自分のまちに対する誇りや幅広い知識、豊かな
心を醸成し、子どもから高齢者まで全世代で愛着形
成につなげる取組を推進すること。市民が主体的に
まちづくりへ参画するきっかけとして、歴史・文化芸
術資源を活用していくこと。

（３）豊田市駅及び新豊田駅から美術館及び博物館への
主要なアクセス道路となっている市道けやき通り
線について、今後必要な機能や区域ごとの周辺環
境の特性を踏まえ、鉄道駅から美術館及び博物館
へ訪れる人がわくわくするような「（仮称）ミュージ
アムロード」としての整備を部局横断的に検討する
こと。

（４）支所等で所管している地域の歴史・文化芸術施設
については、美術・博物部を始めとした他の所管へ
の所管替えを検討し、部局横断的にこれまでにはな
い新たな施設の在り方を検討すること。例えば、小
原和紙のふるさとについては、バリアフリーで多く
の人が訪れることができるような文化・芸術と観光
を兼ね備えた拠点となるよう整備を検討すること。

歴史・文化芸術を生かした
まちづくり推進特別委員会
歴史・文化芸術を生かした
まちづくり推進特別委員会

議会活性化に関する取組方針に基づき、継続的な
議会力の向上及び開かれた議会を目指し、調査・
研究を行いました。

調査研究事項
１ 代表質問・一般質問の在り方
２ 請願・陳情の受付オンライン化（議会例規の見直しを
含む）

3 市議会公式ＳＮＳの活用検討

主な提言内容
（１）代表質問は、３月市議会定例会で市長が示す次年度への

市政の方向性を確認する、議会にとって意義深く重要な
機会であるため、質問範囲を原則、施政方針、一括質問・
一括答弁方式を継続するが、次年度に計画中の議場改修
により「傍聴者等にとって議論の流れや意図が伝わる分
かりやすい代表質問」を実現させるための整備を進めて
いくこと。また、一般質問については、質問・答弁のやり取
りが分かりやすく、議事進行におけるメリットも大きいた
め、現状の小項目ごとの一問一答方式を継続するが、質
問時間の設定・配分について各会派内で見直しや質問内
容の精査を行い、質問の「質」向上に努めること。

（２）地方自治法の一部改正を受け、請願・陳情の受付のオン
ライン化を前向きに調査研究したところ、先進自治体議
会では利用件数の低迷や事務負担の増加により実施効
果が限定的であり、加えて近年では誹謗中傷的な内容を
含む事例も増加傾向にあることから、当市議会では受付
のオンライン化を行う段階としては時期尚早とし、今後も
窓口提出の手法を継続すること。また、市議会ホームペー
ジ上の請願・陳情に関する専用ページをリニューアルし、
制度の意義やルールについて、提出者の理解を深め、よ
り円滑に提出できるよう適宜改善していくこと。

（３）市議会に対する興味関心が不十分である現状において、
今後さらなる情報発信を行っていく上でSNS開設が必要
であることを認識しながらも、先進自治体議会への調査
研究を行った結果、課題がいくつか見受けられた。

　　 そこで翌年度以降、公式ＳＮＳ開設を前提にＳＮＳ発信の
目的、発信対象、どのＳＮＳを選ぶか、発信主体、頻度及び
運用ガイドライン等の検討・協議を徹底して行い、計画的
なＳＮＳ開設を目指すよう、翌年度に引き継ぐこととする。

議会活性化推進
特別委員会

議会活性化推進
特別委員会

T O P I C S 令和8年　とよた市議会だより　3月市議会 定例会号

●●●●●特別委員会の報告●●●●● ●●●●●市民意識調査の報告●●●●●

（１）市議会への関心度

（２）市議会・市議会議員への期待（複数回答）

■ある　■どちらかといえばある　■どちらかといえばない　■ない　■無回答

■令和7年度調査　■令和2年度調査

市民意識調査への御協力ありがとうございました。
市議会では令和７年１１月から１２月に、第５回議会に関する市民意識調査を実施しました。一部調査結
果を報告します。詳細は市議会ホームページ又は市役所南庁舎１階市政情報コーナーにある報告書を
ご覧ください。

「ある」と「どちらかといえばある」で４６.２％となっており、前回と比べて、やや市議会への関心度が高
くなっています。

前回同様、「市及び市民の利益となるような政策の提言を行う」が最多でした。

調査の概要／（調査票配布数：5,084通、　抽出方法：市内在住の18歳以上の市民から無作為抽出
回収数：2,597通（回収率：51.1％ うちWEB回収率：19.4％））
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

24.6
27.6

51.5
50.5

36.9
38.1

34.6
44.3

26.3
30.0

21.0
23.9

11.6
15.0

3.6
3.8
4.3
5.3

29.4
ー

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和７年度調査

市の行財政運営などに対する議会の
チェック機能を強化する
市及び市民の利益となるような政策の
提言を行う
市への施策要望に対する実現状況の公表
※本項目は令和２年度調査の際ありませんでした。

市民の意見・要望を聴く機会を設ける

市民生活で困っていることなどの相談相手
となる

市と国・県のパイプ役となる

議会での審議結果などについて市民に
報告する

議会の仕組みなどについて市民に説明する

その他

無回答

令和2年度調査

（3）市議会だよりの認知度
■全部を読んでいる　■関心のある記事だけは読んでいる
■「市議会だより」は知っているが、読んではいない　■「市議会だより」を知らない　■無回答

「関心のある記事だけは読んでいる」の割合が37.6％と最も高く、次いで「「市議会だより」は知ってい
るが、読んではいない」の割合が29.1％、「「市議会だより」を知らない」の割合が27.4％となっています。
前回と比べて、大きな変化はみられません。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和７年度調査
令和2年度調査

4.34.3 37.637.6 29.129.1 27.427.4 1.61.6

5.15.1 35.935.9 30.030.0 27.027.0 2.02.0
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博物館の開館及び美術館開館３０周年を契機とし、
本市が有する歴史・文化芸術資源を生かしたまち
づくりの推進、来訪者の増加を目指し、調査・研究
を行いました。

調査研究事項
１ 美術館、博物館、民芸館の機能・連携の強化
２ 市民が親しみやすい文化施設の在り方
３ 美術館、博物館と中心市街地との一体的な回遊型利
用の促進

４ 歴史・文化芸術を生かしたまちの見せ方、プロモー
ション戦略

主な提言内容
（１）３館の魅力を生かし、さらなる来場者の増加を図る

ため、３館連携パスやスタンプラリーの実施、企画
展等の内容や時期を合わせるなど、相乗効果が生
まれるような取組を一層推進するとともに、３館に
小原和紙のふるさとを加えた「４館」連携の取組を
検討すること。

（２）すべての人が、歴史・文化芸術に触れ、体験できる
様々な機会を創出すること。歴史・文化芸術を通じ
て、自分のまちに対する誇りや幅広い知識、豊かな
心を醸成し、子どもから高齢者まで全世代で愛着形
成につなげる取組を推進すること。市民が主体的に
まちづくりへ参画するきっかけとして、歴史・文化芸
術資源を活用していくこと。

（３）豊田市駅及び新豊田駅から美術館及び博物館への
主要なアクセス道路となっている市道けやき通り
線について、今後必要な機能や区域ごとの周辺環
境の特性を踏まえ、鉄道駅から美術館及び博物館
へ訪れる人がわくわくするような「（仮称）ミュージ
アムロード」としての整備を部局横断的に検討する
こと。

（４）支所等で所管している地域の歴史・文化芸術施設
については、美術・博物部を始めとした他の所管へ
の所管替えを検討し、部局横断的にこれまでにはな
い新たな施設の在り方を検討すること。例えば、小
原和紙のふるさとについては、バリアフリーで多く
の人が訪れることができるような文化・芸術と観光
を兼ね備えた拠点となるよう整備を検討すること。

歴史・文化芸術を生かした
まちづくり推進特別委員会
歴史・文化芸術を生かした
まちづくり推進特別委員会

議会活性化に関する取組方針に基づき、継続的な
議会力の向上及び開かれた議会を目指し、調査・
研究を行いました。

調査研究事項
１ 代表質問・一般質問の在り方
２ 請願・陳情の受付オンライン化（議会例規の見直しを
含む）

3 市議会公式ＳＮＳの活用検討

主な提言内容
（１）代表質問は、３月市議会定例会で市長が示す次年度への

市政の方向性を確認する、議会にとって意義深く重要な
機会であるため、質問範囲を原則、施政方針、一括質問・
一括答弁方式を継続するが、次年度に計画中の議場改修
により「傍聴者等にとって議論の流れや意図が伝わる分
かりやすい代表質問」を実現させるための整備を進めて
いくこと。また、一般質問については、質問・答弁のやり取
りが分かりやすく、議事進行におけるメリットも大きいた
め、現状の小項目ごとの一問一答方式を継続するが、質
問時間の設定・配分について各会派内で見直しや質問内
容の精査を行い、質問の「質」向上に努めること。

（２）地方自治法の一部改正を受け、請願・陳情の受付のオン
ライン化を前向きに調査研究したところ、先進自治体議
会では利用件数の低迷や事務負担の増加により実施効
果が限定的であり、加えて近年では誹謗中傷的な内容を
含む事例も増加傾向にあることから、当市議会では受付
のオンライン化を行う段階としては時期尚早とし、今後も
窓口提出の手法を継続すること。また、市議会ホームペー
ジ上の請願・陳情に関する専用ページをリニューアルし、
制度の意義やルールについて、提出者の理解を深め、よ
り円滑に提出できるよう適宜改善していくこと。

（３）市議会に対する興味関心が不十分である現状において、
今後さらなる情報発信を行っていく上でSNS開設が必要
であることを認識しながらも、先進自治体議会への調査
研究を行った結果、課題がいくつか見受けられた。

　　 そこで翌年度以降、公式ＳＮＳ開設を前提にＳＮＳ発信の
目的、発信対象、どのＳＮＳを選ぶか、発信主体、頻度及び
運用ガイドライン等の検討・協議を徹底して行い、計画的
なＳＮＳ開設を目指すよう、翌年度に引き継ぐこととする。

議会活性化推進
特別委員会

議会活性化推進
特別委員会
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●●●●●特別委員会の報告●●●●● ●●●●●市民意識調査の報告●●●●●

（１）市議会への関心度

（２）市議会・市議会議員への期待（複数回答）

■ある　■どちらかといえばある　■どちらかといえばない　■ない　■無回答

■令和7年度調査　■令和2年度調査

市民意識調査への御協力ありがとうございました。
市議会では令和７年１１月から１２月に、第５回議会に関する市民意識調査を実施しました。一部調査結
果を報告します。詳細は市議会ホームページ又は市役所南庁舎１階市政情報コーナーにある報告書を
ご覧ください。

「ある」と「どちらかといえばある」で４６.２％となっており、前回と比べて、やや市議会への関心度が高
くなっています。

前回同様、「市及び市民の利益となるような政策の提言を行う」が最多でした。

調査の概要／（調査票配布数：5,084通、　抽出方法：市内在住の18歳以上の市民から無作為抽出
回収数：2,597通（回収率：51.1％ うちWEB回収率：19.4％））

11.111.1 35.135.1 36.136.1 16.616.6 1.01.0

12.412.4 30.630.6 36.936.9 18.918.9 1.11.1
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ー

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和７年度調査

市の行財政運営などに対する議会の
チェック機能を強化する
市及び市民の利益となるような政策の
提言を行う
市への施策要望に対する実現状況の公表
※本項目は令和２年度調査の際ありませんでした。

市民の意見・要望を聴く機会を設ける

市民生活で困っていることなどの相談相手
となる

市と国・県のパイプ役となる

議会での審議結果などについて市民に
報告する

議会の仕組みなどについて市民に説明する

その他

無回答

令和2年度調査

（3）市議会だよりの認知度
■全部を読んでいる　■関心のある記事だけは読んでいる
■「市議会だより」は知っているが、読んではいない　■「市議会だより」を知らない　■無回答

「関心のある記事だけは読んでいる」の割合が37.6％と最も高く、次いで「「市議会だより」は知ってい
るが、読んではいない」の割合が29.1％、「「市議会だより」を知らない」の割合が27.4％となっています。
前回と比べて、大きな変化はみられません。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和７年度調査
令和2年度調査

4.34.3 37.637.6 29.129.1 27.427.4 1.61.6

5.15.1 35.935.9 30.030.0 27.027.0 2.02.0
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T O Y O T A  C I T Y  C O U N C I L

“ギカイをもっと近くに。”
T O P I C S

豊田市議会は、古紙配合率
70％の再生紙と植物油イン
キを採用しています。

古紙パルプ配合率7０％再生紙を使用

F M ラジ オで

ケーブルテレビで豊田市議会
ホームページで

『市議会だより』のバックナンバー
や会議録もご覧いただけます。

★代表・一般質問の様子を視聴できます★

インターネット放送 https://toyota-shigikai.jp/
「動画で見る！代表・一般質問」をクリック！

ひまわりネットワーク 生中継＆録画放送
チャンネル／1２2ch(ひまわりチャンネル)

FMとよた(ラジオ・ラブィート)生中継
チャンネル／78.6MHz

豊田市議会

https://toyota-shigikai.jp/movie.html

※パケット通信が必要になりますので、携帯端末等
　でのご視聴はWi-Fi環境をおすすめいたします。

一般質問の様子はスマートフォン等から
も閲覧いただけます。

●編　集：議会だより編集委員会　
●発　行：豊田市議会 この冊子は、折込み

「3月市議会定例会号」です。豊田市西町3-60  TEL.0565-34-6665

令和8年6月豊田市議会定例会 会期日程（予定）
ご意見・ご感想

「市議会だより」についてのご意見・ご感想、
また、市議会へのご意見・ご要望もお受けし
ていますので、下記までお寄せください。

宛先・お問い合わせ

豊田市議会局
〒471-8501

豊田市西町３丁目６０番地
TEL.0565-34-6665
FAX.0565-34-6566
E-mail gikai@city.toyota.aichi.jp

16

※諸般の都合により会期日程は変更される場合もございます。予めご了承願います。

令和 8年　とよた市議会だより　3月市議会 定例会号

トップインフォメーション
市民シンポジウム
若者との意見交換会

議案審議
条例の一部改正など

代表質問
各会派の代表が市長に質問

一般質問
市政を問う！ 16人の議員が質問

02

04

06

10

トピックス
特別委員会の報告
市民意識調査の報告
１月市議会臨時会について
次回定例会の日程、ご意見・ご感想等

14

請願・陳情の提出期限 6月定例会で審査を希望される場合は、5月25日（月）午後５時までにご提出ください。

市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

TOYOTA

市民シンポジウムの開催

　上原房枝氏（クラスター豊田）を講師に

迎え、「過去から未来へと想いをつなぐ「人

生ファイル」～今日から記してみませんか

～」をテーマに基調講演を実施しました。

　また、県内で活動されている方をお招

きし、「「人生ファイル」を通して安心して

暮らせる地域を考える」をテーマにパネル

ディスカッションを実施しました。

F O C U S  P O I N T

本会議
（開会、議案上程、

説明）

産業建設委員会・
予算決算

委員会分科会

環境福祉委員会・
予算決算

委員会分科会

教育社会委員会・
予算決算

委員会分科会

地域生活委員会・
予算決算

委員会分科会

本会議
（議案質疑、付託）
予算決算委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

予算決算
委員会

企画総務委員会・
予算決算

委員会分科会

休会

2014 15 16 17 18 19

2721 22 23 24 25 26

428 29 30 7/1 2 3

65/31 6/1 2 3 4 5
日 月 火 水 木 金 土

137 8 9 10 11 12
休会 休会 休会

休会 休会 休会

休会 休会
本会議

（委員長報告、
討論、採決、閉会）

6/5 6/25～金 木

1月市議会臨時会について1月市議会臨時会について 1月26日（月）に1月市議会臨時会を開催し、以下の議案が可決されました。

※議案名など一部省略して記載しています議案審議結果

1月市議会臨時会に提出された案件

◆議　案
原案可決
〃
〃
〃

1
1
1
1

0
0
0
0

3
3
3
3

0
0
0
0

3
3
3
3

0
0
0
0

9
9
9
9

0
0
0
0

27
27
27
27

0
0
0
0

賛成 反対賛成 反対賛成 反対賛成 反対

会 派 別 賛 否 ※自民クラブは議長を除く
自民クラブ
27名

市民フォーラム
9名

公 明 党
4名（欠席１名）

新しい風
3名

賛成 反対

諸　派
1名

採
決
結
果

令和７年度一般会計補正予算

令和７年度水道事業会計補正予算

指定管理者の指定（小原トレーニングセンター及び緑の公園）

　　　   〃 　　　（西山公園）
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